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巻 頭 ロ

経済学博士武藤長蔵教授は明治14年,愛知県海部郡津島町に生れ,名古屋商業学校より東京高等商業学

校,引続き同校専攻部にす みゝ,明治58年卒業せられた｡直ちに上海東亜同文畜院教師として赴任され,

やがて同40年創設まもなき長崎高等商業学校教授に任ぜられ,爾来50年間研究生活に没頭され,交通論,

商業史等を講ぜられた｡[耶口11年退官して同校名誉教授の称号を授けられたが,この間の大著 ｢日英交通

史の研究｣によって昭和14年学位を受けられたO昭和17年偶々病を得て61才を以て永眠された｡

教授の学問への情熱には驚くべきものがあり,考証家としてその態度はきわめて厳密であった｡教授は

長崎の地をこよなく愛し,長 崎のもつ歴史的,文化的風土は教授の研究に豊かな土塊を提供するものであ

った｡いわゆる ｢長崎学｣の研究者としても盛名を馳せられた｡教授は清廉にして純粋,格調高き人柄

で,その独特の研究と相まって多くの人々から尊敬と親愛の情をもたれた｡オランダ,スエーデン, ドイ

ツから勲賞をおくられるなど多彩な活動を示す国際人でもあった｡

教授は在職中孜々として各地より内外の文献蒐集に傾倒され,その収蔵するところのものは各方面にわ

たり,貴重な資料を多数含み,個人の蒐集されたものとしては余人の追随を許さないものであったといゝ

うるO教授の役後,1万冊を超える蔵書は本学同窓会がど遺族から譲り受け,あげて本学図書館に寄贈さ

れ武藤文庫と呼称されることになった｡

今年経済学部は図書館の新築落成を機に武藤文庫の整備が具体化し,文部省の援助を得て武藤文庫目録 ,

を刊行することになった｡目録作成にあたっては,長崎県立図書館史料課長石田保氏,市立博物館次長越

中哲也氏,郷土史家中西啓氏,純心短大福島康子氏,市立博物館原田博二氏,県立美術館越中勇氏のど協

刀,また図書:分館長志津田氏治教授,図番係長中島敏幸氏をはじめ分館職員の献身的な努力に対し衷心感

謝の意を表するものである｡

なおこの計画にあたって多大のど尽力をいただいた教授のど令息武藤埼一郎氏並びに文部省,大学本部

の関係者の方々のど援助に対し併せて深く謝意を表する次第である｡

昭 和 47年 12月

長 崎 大 学 経 済 学 部 長

河 本 博 介



武 藤 長 蔵 博 士 略 年 譜

明治 14.6.9 愛知県海部郡津島町 (現在の愛知県津島市)に武藤長八の次男として生れる.

50.5.51 名古屋商業学校本科卒業｡

58.7.7 東京高等商業学校卒業.

58.7.7 同校専攻部貿易科卒業｡

9.9 在治国上海東亜同文書院教師を嘱託せられる｡

59.12.14 願により解嘱｡

40.1.10 長崎高等商業学校教授に任ぜられる｡

40.6.25 清 ･幹 ･両国-差遣される0

42.7.7 清 ･韓 ･両匡卜 出張を命ぜられる｡

44.9.12 商業学研究のため5ヶ年問米 ･其 ･独国へ留学を命ぜられる0

大正 4.ll.8 満射荷朝

8.ll.28 勲六等に叙 し瑞宝章を授けられる｡

8.8.11 大正9年度文部省社会教育講師を嘱託せられる｡

11.7.24 支那 ･香港 ･マニラ方面-出張を命ぜられる｡広東にて康黒55年炉造の釣鐘の銘

に ｢銀行会館｣なる名辞を発見する｡

12.ll.19 山口高等商業学校講師を嘱託せられる｡

15.2.7 勅任官を以て待遇せられる｡

5.51 勲五等に叙し瑞宝章を授けられる｡

4.26 シーボル ト先生波来 100年記念式典挙行にあたり,発起者として尽力する0

12 オランダ皇帝陛下 より ｢オフィシェ- ･オランジュ･ナッソウ｣ (Officierin

deOrdeVanOranjeNassaw)四等勲章を贈与せられる｡

長崎県社会事業協会評議員を嘱託せられる｡

勲四等瑞宝革を授けられる｡

瑞典国皇帝より贈与の甲級 ｢シュヴァリエー ･ワザ｣勲章 (RiddareavKungl,

Vasaorden,f6rstaKlassen,Knight1classoftheRoyalOrderofWasa)

を来朝中の同国皇太子殿下より別府において親授せられる｡

昭和 2.10.8 北京へ出張を命ずられる｡

5.6.50 高等官二等に陛叙せられる.

5,8.12 動三等に叙し瑞宝章を授けられる｡

6.4.9 交通史研究のため東京府,京都府へ出張を命ぜられる｡ (内地研究)

7.8.4 社会経済史学会理事に選ばれる｡

8 ｢徳川時代における経済思想と洋学｣ につき昭和8年度 文部省精神科学研究奨励

金を受ける｡

9.10.20 実業教育50周年記念会より表彰状及び記念品を授けられる0



11.29 九州帝国大学法文学部講師を嘱託せられる｡

ll.10.19 願に依り本官を免ぜられる｡

10.20 長崎高等商業学校講師を嘱託せられる｡

11.17 従三位を叙せられる｡

11.25 長崎高等商業学校名誉教授の名称を授けられる｡

12.2.22 ドイツ国政肝より ｢ドイツ赤十字勲章｣2級 (ⅠIKlassedesEhrenzeichens

desDeutschenRotenKreuzes)を贈与せられる｡

14.1.15 ｢日英交通史之研究｣に対し,慶応義塾大学より経済学博士の学位を受ける｡

15.2.11 御紋章入盃を下賜される｡

11.9 紀元二千六百年記念輩を授与せられる｡

17.6.27 長崎市来山手にて死去｡
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凡 例

1･ この目録は,和漢書と洋書に大郷断 碑漢書は洋装本パ廟奥本,雑誌,資料 (絵画 ･陶器類)に

区別記載した｡

洋書については稀離乳 若しくは稀槻番と称し得べきものを抽出して ｢武藤文庫稀観智日録｣と

して重複記載した｡

2. この日録の分類は,日本十進分類法ではなく,当分館独自のIl二l分類法で分類し,同一分類内は,

和漢署については書名の五十音順,洋書については編著者のアルファベット順に配列した｡

5. この目録の記載法は,必らずLも日本目録規則によったものではなく,中には目録作成者独自で

記載したものもある｡

日録作成者の推定で補った箇所は 〔 〕でかこんだ｡

4.和漢書の記職は,書名,著編訳者,出版事項,貫数等,大きさ,注記,分類記号の順に記入した｡

5.和漢書で2冊以上の叢書等および雑誌はまとめて記入し,巻号および出版年は最初と最後をとり

｢-｣でむすんだ｡

ただし,巻号が断続している場合は切目の巻号を明記した｡

6. 索引については,洋書は著者名のアルファベット岨とし,和漢書は団体名を含めた著編者の五十

音順として配列した｡

7. 文字については印刷の都合上止むなく当用漢字を用いることにした｡

8. 洋書の部については,故宮崎産作編 ･昭和27年発行の原稿をそのま 再ゝ版した｡
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編 -集 後 記

経済学部分館が,この春新築落成したのを機会に,急拠多年の懸案であった武藤文庫目録の作成が企画

されるようになり,はからずも本年の7月に,文部省当局の御好意あふれる御協力をいただき,ここに目

録作成のスター トを切ることになったのである｡ いうまでもなく,蔵書目録は,そこに収録される図書 ･/

資料などが,研究上不朽の価値を放つものであればあるほど,その作成にあたっては,細心の注意と精力

とを傾注 しなければならないものである｡

そこで,早速ながら,この8月頃から,この方面の専門の方々と数回にわたって綿密な討議を重ね,ま

たそれと並行して図書委員会の諸先生方の有益な御意見を拝聴しながら,目録書作りの作業を進めていっ

たのである｡ 何分にも,一度に来年の5月末までに,和書 ･洋書の両者を含めた目録を作成しなければな

らないという時間的な制約が課されていた上に,額装,表装などの修理,製本等も同時に着手しなければ

ならないという,いわば重畳的な作業であ?たことから,最初の計画をかなり変更 しなければならない事

情があったこ とは,御諒解を頂きたいところである｡

幸いに,洋書の目録については,昭和27年,当時の図書係長であった散宮崎震作氏による目録の原板が

あったために,それをそのまま使用させて頂くことにした｡ もちろん,予算と時間的な都合で,古い原板

を用いたために,印刷の点で判然としない箇所もあるのではない かと心配をしている｡ 他方,和書につい

ては,洋書と違ってカ- ドの整理確認から,個別的に手がけたためにその作業行程の面で,色々と手違い

や誤りなどがあって利用者各位に御迷惑をおかけすることになりはしないかと最も懸念しているところで

ある｡

しかし,ともかくも迂余曲折ながら,武藤文庫目録が,このような姿で発行されるに至ったことは,閑

係者各方面の なみなみならぬ御尽力の結晶であり,館員一同に代って心より御礼を申し上げる次第であ

る｡ いささかなりとも,皆様方のお役に立つことがあれば,私たちの喜びこれに過ぐるものはない｡ どう

ぞ今後とも,皆様方の暖かい御教示を得て,機会あるごとにこれを補い,より完堂なものに近づけていき

たいものと切に念願してやまないものである｡ (志津田 ･中島記)
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